
令和３年度 特別区職員採用試験・選考日程のお知らせ

採用区分 試験・選考区分 主な受験資格 申込受付期間 第１次試験日 最終合格発表日

Ⅰ類
【一般方式】

事務、土木造園（土木）、
土木造園（造園）、建築、機械、電気

平成２年４月２日～平成12年４月１日に生まれた方（下記「※１・
２」参照）

３月19日㈮
 ～４月５日㈪ ５月２日㈰

７月27日㈫…
技術系（土木造
園〈土木〉、土木
造園〈造園〉、建
築、機械、電気）

８月４日㈬…
技術系以外

福祉、衛生監視（衛生）、
衛生監視（化学）

平成４年４月２日～平成12年４月１日に生まれた方で、必要な資
格・免許を有する方（下記「※１・４」参照）

心理
昭和57年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に基づく大学
（短期大学を除く）の心理学科を卒業またはこれに相当する方（下
記「※１・３・４」参照）

保健師 昭和57年４月２日～平成12年４月１日に生まれた方で、保健師免許
を有する方（下記「※１・４」参照）

Ⅰ類【土木・
建築新方式】 土木造園（土木）、建築 平成２年４月２日～平成12年４月１日に生まれた方 ７月27日㈫

Ⅲ類

事務 平成12年４月２日～平成16年４月１日に生まれた方（下記「※２」
参照）

６月24日㈭
 ～７月15日㈭

９月12日㈰

11月19日㈮

障害者選考（事務） 平成２年４月２日～平成16年４月１日に生まれた方で、下記「※
９」に該当する方（下記「※２」参照）

６月24日㈭
 ～７月15日㈭
※ 郵送は６月25日
㈮～７月14日㈬

経験者

事務、土木造園（土木）、
建築、機械、電気、福祉、
児童福祉、児童指導、児童
心理

１級職
昭和37年４月２日以降に生まれた方で、民間企業等における業務従
事歴が、直近10年中４年以上ある方（下記「※２・４・６・７・
８」参照）　※令和４年３月31日時点

６月24日㈭
 ～７月15日㈭ ９月11日㈯

事務、土木造園（土木）、
建築、福祉、児童福祉、児
童指導、児童心理

２級職
（主任）

昭和37年４月２日以降に生まれた方で、民間企業等における業務従
事歴が、直近14年中８年以上ある方（下記「※２・４・５・６・
７・８」参照）　※令和４年３月31日時点

児童福祉、児童指導、児童
心理

３級職
（係長級）

昭和37年４月２日以降に生まれた方で、民間企業等における業務従
事歴が、直近18年中12年以上ある方（下記「※２・４・５・６・
７・８」参照）　※令和４年３月31日時点

就職氷河期 事務 昭和45年４月２日～昭和61年４月１日に生まれた方（下記「※２」
参照）

　特別区人事委員会では、令和３年度特別区職員採
用試験・選考を下表のとおり実施します。実施する
試験・選考区分は未定です。募集人数等の詳細は、
後日区報等でお知らせします。

問合せ
▶特別区人事委員会事務局任用課　☎（５２１０）９７８７
▶職員課人事係　☎内線２２３２
▶採用試験ホームページ　http://www.tokyo23city.or.jp/saiyou-siken.htm

※１　Ⅰ類の採用区分は、次の人も受験できます
　　　（１） 平成12年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法に基づく大学（短期大学を

除く）を卒業した方（令和４年３月までに卒業見込みの方を含む）
　　　（２） 特別区人事委員会が（１）に掲げる方と同等の資格があると認める方（資格・免

許を必要とする試験区分では、必要な資格・免許を有していること〈取得・登録
見込みの方を含む〉）

※２　「事務」の試験・選考区分は、点字による出題に対応できる方も受験できます
※３　 「心理」の試験区分は、次の方も受験できます　※令和４年３月までに卒業（修了）見

込みの方を含む
　　　（１） 学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）において、心理学に類する学科・専

攻・コース等を卒業した方
　　　（２） 学校教育法に基づく大学院において、心理学を専攻とする課程またはこれに類す

る課程を修了した方
※４　 「福祉」・「心理」・「保健師」・「児童福祉」・「児童指導」・「児童心理」の試験区分は、日本国籍を

有しない方（出入国管理及び難民認定法別表第二〈永住者、日本人の配偶者等、永住者の配
偶者等、定住者〉に掲げる在留資格を有する方、日本国との平和条約に基づき日本の国籍
を離脱した者等の出入国管理に関する特例法に定める特別永住者）も受験できます

※５　 経験者２級職（主任）は、係長職への昇任を前提とした「係長職を補佐する職」です。
また、３級職（係長級）は、係長、担当係長、主査またはこれに相当する職です

※６　 経験者の業務従事歴は、満22歳に達した日の属する年度の翌年度の４月１日以降
の期間に限ります。１級職は、１つの民間企業等での継続した経験のみが対象（複
数の経験は通算不可）。２級職（主任）は、１年以上の期間で複数の経験を通算で
きます（うち１か所は継続した４年以上の経験を有すること）。「児童福祉」・「児童
指導」・「児童心理」は、すべての採用区分において、１年以上の期間を通算できま
す。「事務」以外の試験・選考区分は、各職種に関する業務従事歴が必要です

※７　 「児童福祉」・「児童指導」・「児童心理」の試験・選考区分は、民間企業等における
事務従事歴のうち、児童相談所等での業務従事歴が、１級職は２年以上、２級職
（主任）は４年以上、３級職（係長級）は６年以上必要です

※８　 経験者の「福祉」・「児童福祉」・「児童指導」・「児童心理」の試験・選考区分は、必
要な資格・免許・経歴を有していることが条件です。また、業務従事歴について
は、必要な資格・免許・経歴を有した後の期間が対象です

※９　受験資格は、以下の（１）から（４）のいずれかに該当する方になります
　　　（１） 身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている方
　　　（２） 都道府県知事または政令指定都市市長が発行する療育手帳の交付を受けてい

る方
　　　（３）児童相談所等により知的障害者であると判定された方
　　　（４） 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第45条に定める精神障害者保健

福祉手帳の交付を受けている方

問合せ 保健予防課感染症予防係　☎内線４３０

新型コロナウイルス感染症対策を徹底しましょう
　流水とせっけんで手洗いを頻繁に行いま
しょう。特に外出後は、口・鼻・目等に触
る前に手洗いを徹底しましょう。
　手のひら、手の甲、指先、爪の間、指

の間、親指、手首をこすり洗いして、水
で10秒以上洗い流しましょう。手洗い後
は、清潔なタオル等でよく拭きましょう。
また、アルコール消毒も有効です。

手洗いの方法

手の甲 指先・爪の間 指の間 指先と手のひら
をねじり洗い 手首

新型コロナウイルス感染症
対策のポイント

　感染予防には、日常生活の中での感染防止の基本
を守ることが重要です。
●話すときは必ずマスクを着用する
●こまめに手洗いをする
●常に換気に注意する
●食事の際は静かにする
●家も職場も、毎日掃除・消毒する
●身体的距離を確保する
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人
口

日本人
男 98,553人 

前
月
比

－133
前
年
同
月
比 

83
女 99,445人 －140 －10
計 197,998人 －273 73

外国人
男 8,864人 63 －458
女 9,510人 47 －521
計 18,374人 110 －979

総人口 216,372人 －163 －906

世
帯

日本人のみ
の世帯 104,169世帯 

前
月
比

－123
前
年
同
月
比 

648
外国人のみ
の世帯 10,593世帯 104 －815
日本人と
外国人の
混合世帯

2,361世帯 －11 －5

総世帯 117,123世帯 －30 －172

新聞未購読で、希望する方には、あらかわ区報を自宅に直接届けます。広報課広報係☎（３８０２）４９５７へ
（荒川区ホームページからも申し込めます）


